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論文全体の構造は, 第 1章と第 2章が本論に関する予備知識及び基盤となっている事項をまとめ







第 1章は, 音声生成に関わる基礎的事項として, 発声に関与する器官や呼吸システムに関する基
本構造, 喉頭内の基本構造, 声帯振動モードなど音声学・解剖学などによる知見をまとめている。
第 2章では本研究に関連する重要な項目である声区転換, 声区転換に関連してパッサッジョの概念, 
パッサッジョの声種との関連性, その音響学的問題定義を述べた。次に, 声楽におけるレガート唱
法, フォルマントやその生成原理, シンガーズ・フォルマント, 音声のソース・フィルタ理論や母
音の音韻性などについても本研究に関連性の高い事柄として触れた。 







第 4章では, 声区転換部を含む歌唱録音素材に対して, 第 3章とは別のスペクトル分析を施した。
分析の方法はスペクトル変動率を 2 種類の方法で算出する事で行った。一つは歌唱全体のまとまり










動については,  A/B比により 4つのクラス分けを施し全体スペクトル変動との関連性を分析した結
果, A/B比の小さなもの, 即ち第 1音の安定するまでに要する時間が少ない（比として小さい）グル
ープについては全体スペクトル変動と評価値に相関性が現れた。 



































審 査 結 果 の 要 旨 
 
＜リサイタル審査＞ 














２  ロッシーニ作曲「ブルスキーノ氏」より〈この世は大きな劇場〉 
３  ドニゼッティ作曲「劇場の都合と不都合」副題「ヴィーヴァ ラ マンマ」より 
〈悪党！怠け者！〉 
４ ドニゼッティ作曲「愛の妙薬」より〈愛のパリスの様に〉 












































































＜論文審査＞   
審査の方法 
公開発表会を審査員一同も他の聴衆と一緒に聴講し，その場でするのが相応しい質疑については
その場で行うことで，申請者が論文に執筆した内容にどの程度の責任を負えるのかを判断するため
の材料とした。 
その後，審査員と申請者だけの口頭試問を実施し，公開発表会の場では控えた内容についての質
疑応答を実施した。その後，申請者が退席し，審査員４名による判定会議を実施した。 
 
審査の内容 
予備審査の時点で評価された以下の内容は，その時点で修正を要求された2点の修正を加えた後
も引き続きその水準を保っていた。 
 
申請者の論文の焦点は声楽家が声区転換点（パッサージョ）を含む歌唱をした際に，その歌唱
の巧みさの評価の手掛かりとなる音響的な特徴がどのようなものであるかを探る点にある。従
来の声楽研究がどちらかと言えば，単独の音の良さに関する特徴を調べてきたことに対して，
本来は異なる声質になってもおかしくない声区転換をまたぐ音の間の関係に注目した点に独創
性があると判断される。 
 
13 
 
この論文の評価されるべき点は以下の点である。 
1. 声区転換点を含む音階の歌唱に対する音響特徴量とその歌唱を聴取した際の知覚印象（良
し悪しの判断）との対応を丹念に調べたこと。 
2. その結果として，歌唱音高の変化に伴って生じうる共振周波数の変化が少なく，最も強度
の高いフォルマント周波数が音声信号の何番目の高調波で生じるかが評価の高い歌唱音声
では移行するのに対し，評価の低い音声では字数が固定される傾向があることを明らかに
示した。 
3. 声道の形状の特徴が現れると考えられるSTRAIGHT平滑スペクトルの変動を，隣接する音の
間の変動と，全体の平均からそれぞれの音が逸脱する程度のそれぞれを特徴量した場合，
前者の方が知覚印象を大きく左右することを明らかにした。 
4. さらに，後者については知覚印象に関係する場合，音階のはじめの音を歌い出してからそ
れが安定するまでに要する時間が短い場合に影響が現れ，この時間が長い場合には知覚評
価はこの時間長の長さのみによって低くなり，全体的スペクトル変動要因の影響は明瞭に
観察されないことを見出した。 
 
以上のように，自然科学系の論文としての体裁をしっかりと保ち，分析手法などの妥当性も
高く，論文指導教員はもとより外部審査員で純粋に理工系のトレーニングを受けた北村達也審
査員の目からも読み応えのあるものとなっているとの評価を得た。また，自然科学系の論文に
はそれほど親しみのない折江，小濱両審査員からも詳細の妥当性までの評価はできないもの
の，これまでプロの声楽家としても知らなかったことが書かれていた導入部だけでも高い評価
がされた。 
 
審査に先立って実施された公開発表会における発表内容も予備審査の時と同様に非常に分かりや
すく，しっかりとそれぞれの事項を申請者が理解していることを示すものであったと高く評価でき
る。さらに公開発表会は審査員以外の聴衆が来ることも意識して，より噛み砕いた説明や，自然科
学的な論理展開に慣れ親しんでいない声楽の学生が聞きに来たとしても彼らなりの直感に訴えて伝
えようとする工夫がなされていた。ある意味でこれは声楽専攻である申請者だからこそできたと言
え，プレゼンテーションのお手本になりうるものであった。 
公開発表後の本審査の時点ではもはや改めて問いただす必要のある事項を審査員一同が見いだせ
ないような状況で，申請者とのやりとりは申請者の学位取得後の活動の仕方などに関するものとな
っていた。申請者退席後の審査員4名による審査の場において，全員一致での合格判定となった。 
 
